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↱
、
働
き
方
選
定
理
由
は
、
フ

ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト(

正
社
員
と

し
て
働
く
会
社
が
な
い
）
高

く
、
短
時
間
パ
ー
ト
派
遣
が
多 

く
、
非
正
規
は
、
賃
金
が
安
く
、
身
分
が
不

安
定
、
正
社
員
に
な
れ
な
い
等
が
高
い
（
03

年
７
月
静
岡
県
商
工
労
働
部
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
雇
用
実
態
調
） 

③
県
内
労
働
団
体
別
組
織
状
況
は
、
県
評

(

全
労
連)

２
３
，
７
８
０
人
・
連
合
静
岡
２

１
８
，
９
１
４
人
・
全
労
協
５
３
１
人
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
組
織
数
…
８
１
４
０
人

(

2.7
％)

昨
年
１
０
５
８
人
増
と
な
っ
て
い

る(

03
年
６
月
県
商
工
労
働
部
調)

、
推
定
組

織
率
…
19.3
％(

県
企
画
経
済
統
計
室
調)

、 

全
国
主
要
労
働
団
体
の
動
き
は 

１
・
全
労
連
の
対
応 

全
労
連
は
、
昨
年
か
ら
組
織
拡
大
推
進
金
を

創
設
し
、
組
織
拡
大
専
門
オ
ル
グ
の
配
置
を

実
施
し
、
①
産
業
別
労
組
の
拡
大
、
②
未
組

織
労
働
者
の
組
織
化
を
地
域
か
ら
、
③
非
正

規
労
働
者
の
組
織
化
…
パ
ー
ト
・
臨
時
労
組

連
絡
会
の
結
成(

00
年
11
月)

、
④
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー(

39
地
方
・
専
任
、
半
専
240
人)

と
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
確
立(

33
地
方)

、

⑤
労
働
共
済
会
の
確
立
等
中
心
に
組
織
の
拡

大
、
特
に
非
正
規
労
働
者
を
視
野
に
活
動
を

進
め
て
い
る
。 

２
・
連
合
の
対
応 

連
合
の
取
組
は
、
組
織
拡
大
方
針
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
21
」
を
中
心
に
据
え
て
い
↳ 
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運 動 課 題 の 基 礎 研 究 へ 、 参 加 者 の 定 着 化 を ！ 

   
 
 
 
 
 

 

前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
参
加
者
が
だ
ん

だ
ん
少
な
く
な
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
の
状
況
を
呈

し
た
か
な
？
と
気
を
揉
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
10
人
以
上
と
な
り
久
し
振
り
に
活
況

に
な
り
、
発
表
者
も
元
気
付
け
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 
１
年
間
を
通
じ
て
、
非
正
規
労
働
者
の
実

態
や
労
働
環
境
に
つ
い
て
、
研
究
を
深
め
て

き
ま
し
た
。 

 

片
桐
所
員
の
今
回
の
発
表
は
、
こ
れ
を
基

に
日
本
の
労
働
運
動
の
直
面
し
て
い
る
課

題
、
組
織
率
の
低
下
か
ら
拡
大
へ
、
特
に
非

正
規
労
働
者
の
組
織
化
は
、
緊
急
で
あ
る
と

提
起
さ
れ
た
。 

県
内
の
正
規
、
非
正
規
の
現
状 

 

ま
ず
、
静
岡
県
内
の
労
働
者
の
就
業
状
況

か
ら 

 

①
静
岡
県
内
の
正
規
労
働
者
数
…
一
一
九

八
千
人
、
非
正
規
労
働
者
数
…
四
九
八
千
人

（
02
年
就
業
構
造
基
本
調
査
統
計
表
） 

②
就
業
形
態
別
は
、
正
規
社
員
に
お
け
る

男
性
は
女
性
の
３
倍
強
、
非
正
規
社
員
は
、

逆
に
女
性
は
男
性
の
２
倍
、
特
に
短
時
間
パ

ー
ト
女
性
は
７
割
以
上
に
な
る
。 

正
規
社
員
以
外
の
就
業
者
は
、
増
加
傾
向
に

あ
る
。
非
正
規
の
職
種
は
、
サ
ー
ビ
ス
、
販

売
、
保
安
、
そ
の
他
、
生
産
工
程
等
に
多
い
。 

↱
ま
す
。
①
組
織
化
に
積
極
的
な
産
別
に
力

を
入
れ
る
、
②
関
連
企
業
の
組
織
化(

す
そ

野
の
広
い
産
業
中
心
に)

、
③
就
労
形
態
の

多
様
化
に
伴
う
非
典
型
労
働
者
へ
の
焦
点

(

組
織
拡
大
セ
ン
タ
ー
の
設
置)

、
④
大
企
業

か
ら
地
場
、
中
小
へ(

地
方
の
取
組
強
化)

、

⑤
全
国
労
働
相
談
と
地
域
ユ
ニ
オ
ン
づ
く

り
等
、
そ
し
て
⑥
予
算
は
、
拡
大
運
動
に
取

組
む
た
め
の
措
置
と
し
て
全
体
の
２
割(

年

間
20
億)

を
設
定
し
て
い
る
。 

３
・
全
労
協
の
対
応 

全
労
協
の
組
織
拡
大
方
針
は
、
①
中
小
未

組
織
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
を
目
標(

東

京
・
地
域
ユ
ニ
オ
ン)

、
②
都
労
連
、
国
労
、

全
郵
政
、
電
通
全
国
協
な
ど
中
心
③
地
方
組

織
の
拡
大
…
共
闘
を
重
視
、
④
社
会
運
動
と

連
携
…
NPO
や
NGO
等
と
連
携
、
⑤
オ
ル
グ
の

配
置
と
労
働
相
談
…
ネ
ッ
ト
相
談(

年
間
１

万
件)

、
ネ
ッ
ト
ユ
ニ
オ
ン
等
を
積
極
的
に

展
開 

こ
の
よ
う
に
主
要
労
働
団
体
は
、
組
織
率
の
低

落
に
歯
止
め
か
け
、
特
に
非
正
規
労
働
者
の
組

織
化
を
打
ち
出
し
、「
人
、
金
、
物
」
を
準
備

し
、
組
織
を
あ
げ
て
拡
大
の
取
組
強
化
と
行
動

に
打
っ
て
出
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

県
内
の
動
き 

静
岡
県
評
で
は
、第
57
回
定
期
大
会
に
お

い
て
組
織
拡
大
推
進
基
金
で
３
名
の
専
従

オ
ル
グ
を
配
置
す
る
と
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
非
正
規
労
働
者
に
対
す
る
組
織
化
を
視

野
に
入
れ
た
パ
ー
ト
・
臨
時
労
組
準
備
会
の

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

↳ 

 

非
正
規
労
働
者
へ
の
組
織 

労
働
者
の
対
応
と
取
組 

 
 

片
桐 

正
二
郎(

静
岡
労
働
研
究
所
所
員) 

11 月 19 日 
  (金) 
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↳ 

取
組
は
、
①
労
働
相
談
所
の
活
用
と
地
域
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
常
設
化(

６
ヶ
所
実
施
、
平
均
18
件
以
上

／
月) 

②
産
別
一
般
ユ
ニ
オ
ン
…
建
交
労
東
部
ユ
ニ
オ
ン
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
西
部
地
域
支
部
の
推
進
等
取
組
を
強
化
し
て

い
る
と
報
告
し
た
。 

 

※
参
考:

労
働
相
談
件
数
…
166
件(

９
月
末
現
在
・
前

年
同
月
比
16
件
増)

の
内
99
件
非
正
規
労
働
者
か
ら
の

相
談 

 

相
談
内
容:

解
雇
・
退
職
強
要
55
件
、
労
働
契
約
違

反
・
賃
金
・
残
業
未
払
い
44
件 

組
織
化
の
今
後
の
課
題 

今
ま
で
全
労
連
、
連
合
、
全
労
協
、
静
岡
県
評
等
の

組
織
拡
大
方
針
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
非
正
規
労
働

者
に
対
す
る
組
織
化
の
実
態
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て

提
起
し
た
。
労
働
相
談
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
初
歩

的
労
基
法
他
が
殆
ど
解
ら
な
い
現
状
に
お
か
れ
、
ま
し

て
や
自
分
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
な
ど
無
し
に
等
し

い
状
況
で
あ
り
、
主
張
し
た
と
し
て
も
、
次
に
待
っ
て

い
る
も
の
は
、
解
雇
も
し
く
は
雇
い
止
め
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
労
働
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
る

パ
ー
ト･

臨
時･

派
遣
・
契
約
・
請
負
等
の
非
正
規
労
働

者
の
組
織
化
は
、
常
に
困
難
を
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と

が
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
打
開
し
組
織
化
を
進

め
る
た
め
に
は
、 

１
・
非
正
規
労
働
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ど
う
す
る
か

(

労
働
者
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
と
は)

、
①
労
働
相
談
所
の
設

置
と
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
、
②
マ
ス
コ
ミ
の
活
用
と
宣

伝
の
工
夫
、③
青
年
が
組
織
さ
れ
て
い
る
既
存
の
労
働
組
合

(

首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン)

の
組
織
の
拡
が
り
な
ど
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
↱

↳ 

首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
（
00
年
12
月
に
結
成
）
と

は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
派
遣
・
正

社
員
、
つ
ま
り
ど
ん
な
働
き
方
で
も
、
ど
ん
な
職
業
で
も
、

誰
で
も
１
人
で
も
入
れ
る
若
者
の
ユ
ニ
オ
ン(

労
働
組
合)

で
す
。
…
青
年
ユ
ニ
オ
ン
は
、
30
代
ま
で
の
若
者
の
組

合
な
の
で
、
若
者
の
セ
ン
ス
で
将
来
の
不
安
を
抱
え
る
若

者
固
有
の
問
題
に
取
組
み
ま
す
。
静
岡
青
年
ユ
ニ
オ
ン
が

誕
生
予
定
。 

２
・
組
織
化
に
む
け
て
６
項
目
の
課
題
を
次
の
よ
う
に
提

言
し
た
。
ま
ず
①
組
織
さ
れ
て
い
る
正
規
労
働
者
の
意
識

の
改
革
が
必
要
…
単
産
・
地
方
・
地
域
の
組
合
員
へ
の
教

育
、
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ズ
ム
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ
ニ
オ
ズ

ム
運
動
、
②
企
業
の
枠
を
超
え
た
組
織
化
の
追
及
…
ロ
ー

カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
、
③
産
業
別
、
業
種
別
、
ま
た
は
地
方
、

地
域
別
で
個
人
加
盟
労
組
の
検
討
…
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ

ニ
オ
ン
、
④
非
正
規
労
働
者
の
ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置

(
学
者
、
弁
護
士
、
労
組
活
動
家
等
で
構
成
…
で
き
れ
ば

NGO)
、
⑤
あ
ら
ゆ
る
ユ
ニ
オ
ン
の
模
索
、
⑥
公
契
約
・
リ

ビ
ン
グ
ウ
ェ
ッ
ジ
運
動
と
労
働
協
約
の
地
域
へ
の
波
及

運
動
な
ど
、
重
要
で
あ
る
と
し
て
発
表
を
終
え
た
。 

【
今
後
の
日
程
表
】 

◆
12
月
14
日(

火)

18:

30
～
第
32
回
所
員
会
議 

 

会
場: 

静
岡
県
評 

 

◆
12
月
17
日(

金)

18:

30
～
第
15
回
定
例
研
究
会

「
医
療
制
度
の
現
状
と
課
題
」
会
場:

静
岡
労
政
会
館

５
Ｆ
第
２
会
議
室 

◆
12
月
18
日(

土)

13:

30
～
静
岡
講
座
Ⅰ「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
企
業
倫
理
」
講
師:

田
島
慶
吾
静
大
教
授 

会

場:

静
岡
県
産
業
経
済
会
館
３
Ｆ 

◆
１
月
21
日(

金)

18:

30
～
第
16
回
定
例
研
究
会「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
会
場:

静
岡
労
政
会
館
５
Ｆ

第
１
会
議
室 

◆
１
月
29
日(

土)

13:

30
～
静
岡
講
座
Ⅱ
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
不
安
定
雇
用
・
貧
困
」
講
師: 

 

布
川
日
佐
史
静
大
教
授
（
所
長
）
会
場:

あ
ざ
れ
あ
・
第

２
会
議
室 

◆
2
月
20
日(

日)

13:

00
～
特
別
研
究
会 

後
藤
道

夫
教
授(

都
留
文
化
大
学)  

【
討
論
の
輪
】 
 

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
は
、
経
験
も
な
い
し
、
短
時
間

パ
ー
ト
な
ど
組
合
を
必
要
と
し
て
い
る
か
疑
問
、
化
学
一
般
の

職
場
で
は
、
関
連
会
社
の
パ
ー
ト
等
の
組
織
を
作
っ
た
経
験
、

労
組
の
組
織
率
の
低
下
に
よ
る
求
心
力
が
薄
れ
魅
力
が
な
い

こ
と
も
要
因
と
な
っ
て
い
る
な
ど
討
論
さ
れ
た
。 

 

初
め
て
参
加
し
た
菅
原
氏
の
報
告
は
、
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ

ン
へ
の
加
入
や
相
談
が
凄
い
勢
い
で
増
え
て
い
る
、
青
年
の
取

巻
く
環
境
が
厳
し
い
現
状
か
ら
ユ
ニ
オ
ン
に
頼
っ
て
き
て
い

る
。
12
月
4
日
に
は
静
岡
青
年
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
を
予
定
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
非
正
規
の
増
加
は
国
家
戦
略
で
あ
り
、
ど
う

い
う
運
動
体
を
作
っ
て
い
く
か
、
組
織
の
あ
り
方
に
言
及
し
て

討
論
を
終
え
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責 

片
桐
） 


